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Ⅰ 緒  言 

 
平成 24 年度のわが国の高齢化率は 24.1％1)に達し，23 年度（23.3％）に比べ，0.8 ポイン

ト増加した。我が国は世界でどの国も経験したことのない「前例のない高齢社会」を迎えて

おり，今後一層の高齢化が進行する。高齢化が進むなかで，高齢者の健康維持，増進，介護

予防をどのように支援していくかが課題であり，高齢者自身にとっても関心の高い事柄であ

る 2)。 
高齢者の健康維持，増進には，毎日どのような食物を摂取するか，どのように食事を構成

して摂取するかが重要である。なぜなら，食物摂取の如何が，生活機能低下や病気のリスク

増大に影響を与えるからである 9)～14)。また，食物摂取の状態が悪いと，病気のリスクを増大

するだけでなく，生活の質にも影響を及ぼしかねないからである 15)。したがって，自立や生

活機能を維持し，身体的健康や QOL 維持のために日常生活において「どのような食物選択

をするか」「どのように健康的な食物選択」を行うかが重要である。 
しかし，これまでの研究は，「何を食べたのか」という食物選択の結果を明らかにすること

や，｢何をどれだけ食べればよいのか｣というように目標とする食物の種類やその摂取すべき

量を明らかにすることに重点が置かれ，高齢者の食物選択を動機づけた事柄（食物選択に対

する個人の考え方や意識の傾向）については考慮されていない。個人の食物選択を動機づけ

る事柄を把握することが可能なら，動機に介入することが可能となり食行動の変容へと繋げ

られると考えられる。 
そこで，本研究は研究 1～研究 3 で構成する。研究 1 では，高齢者の語りをもとに高齢者

の食物選択動機の様相を明らかにし，高齢者用食物選択動機質問票作成のために食物選択動

機項目を収集・生成することを目的とする。研究 2 では，研究 1 で収集された項目を用いて

男女に共通して使用可能な高齢者用食物選択動機質問票の作成，および構成概念妥当性，基

準関連妥当性の検討により質問票の利用可能性を確認することを目的とする。研究 3 では，

開発された質問票を用いて 1）人口統計学的要因，個人特性は食物選択動機に影響を及ぼす，

2）食物選択動機は，食物選択，QOL，健康度自己評価に影響を及ぼすという２つの仮説検

証を通して，高齢者の食物選択動機と関連する要因について明らかにすることを目的とする。 
 

Ⅱ 高齢者の栄養素摂取と健康との関連 
 

 我が国の高齢者における栄養素摂取の現状を国民健康・栄養調査 17)～25)をもとに分析する

とたんぱく質や脂質は概ね食事摂取基準量をみたしているが，塩分の摂取量は目標値よりも

高い。朝食の欠食率は他の年齢層に比べて低いが，漸増傾向がみられる。食物選択と生活機

能との関連では人口統計学的要因や個人特性に加えて，老化や加齢による消化器官における

変化，心身の変化が食物選択や栄養素の摂取に影響を及ぼすことが示されている 29)～35)。そ

のために，個々の栄養素の身体へ及ぼす影響や具体的な疾病を改善する栄養素の重要性が

多々指摘されている 52)～55)。したがって現時点における健常高齢者にとっての適切な食物選

択とは，欠食をせず，食物の偏りがなく，バランスの良い食物選択をすることである。 
 

Ⅲ 高齢者の食物選択を動機づける要因に関する先行研究とその問題点 
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第Ⅲ章では高齢者の食物選択に影響を及ぼす要因 75)82)，食物選択を動機づけるものとそれ

を規定する要因 68)～71)84)～86)，食物選択動機と食物摂取との関連 67)71)80)87)，食物選択と食物

認知 88)89)，態度 95)との関連，食物選択と知識との関連 96)99)について先行研究をもとにまと

めた。また，食物選択動機と関連する理論的モデルと概念モデルについて，Krondl109)の文

献をもとに紹介した。さらに，食物選択動機についての研究を概観し考察した。 
Krondl109)が理論的にまとめた 4 つの食物選択概念モデルとは，単純なものからより複雑

なモデルへと順に食物選択を規定する要因を追加するように形成されていた。人は『なぜ』

その食物を選択するのか，この事象を明らかにするには，食物選択を規定する各要因や要因

間の相互関係を理解する必要があることが示された。 
Furst et al.110)の質的研究によって形成されたモデルは，人々が活動的に多様な方法をと

る中で，どのように，誰と一緒に，いつ，何を選択するかという食物選択過程を構造化した

ものである。認知と社会的な判断を基礎して食物選択が行われるというモデルであった。こ

の食物選択過程モデルは，食物選択に関係する潜在的なものに対して着目することや，それ

らを同定するために使用する道筋としての枠組みを提供したといえるが，すべてのものを含

んでいるわけではなかった 14)。過去のモデル 14)110)は，食物選択をするすべての人の必要性

に合っていないかもしれないだけでなく，文化の異なる我が国の高齢者にも適当であるかは

不明であり，検討する必要があると考えられる。さらに食物選択動機質問票 68)69)71)124)につ

いての先行研究を概観したところ，我が国の高齢者に使用できる多次元の食物選択動機質問

票は無いということが明らかである。 
 

Ⅳ 研究1 高齢者の食物選択動機の様相 
 

1. 研究1-1 高齢者の食物選択動機項目の生成 
1) 目的と意義 
研究 1-1 では，高齢者の食物選択を動機づける要因を抽出し，整理して包括的にまとめる

ことを目的とした。生活機能の高い在宅高齢者が食物選択をどのように捉えているのか，ど

のように意味づけし，どのように認識しているのか等，食物選択時の基準，理由，動機など

（以下，「食物選択動機」と表現する）についての語りを抽出し，食物選択動機項目を生成し，

カテゴリー化することを目的として行った。健常な在宅高齢者の日常の食物選択についての

語り分析から，高齢者の食物選択時の様相を明らかにすることは，高齢者を正しく理解する

ことに繋がり，食事指導や健康増進にむけた助言としてその知見を生かすことができると考

えられる。また，食物選択動機項目は，食物選択動機質問票の開発に不可欠である。 
2) 方法 
調査は，2008 年 12 月～2009 年 10 月に生活機能の高い高齢者 31 名に対して半構造化面

接を実施した。面接での質問内容は，Rappoport et al.81)の質問票を参考にして，4 つの質問

を行い，日常の食物選択について自由に語ってもらった。面接の中で被面接者の語りを面接者

が反復して意味を確認し妥当性の確保に努めた。面接の時間は 30 分～60 分であった。面接

と記録は筆者が行い，記録は匿名性を確保するよう努めた。面接の内容は協力者の了解を得

て IC レコーダーで録音した。面接場所は K 大学の演習室，E 有料老人ホーム応接室，その

他に協力者の自宅や希望場所を適宜設定した。調査実施に当たり，倫理的配慮を行うととも
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に桜美林大学大学院研究倫理審査委員会の承認（受付番号：08017，承認日：平成 20 年 12
月 24 日）を得た。分析は逐語録をもとに食物選択の理由が述べられた部分を切り取り，動

機項目を生成した。生成された項目は高齢者（食品学，社会福祉学の専門家）や管理栄養士

らによって精選された。 
3) 結果 
生成された項目を分類しカテゴリー化した結果186項目が得られ，高齢者2名による項目内

容の精選および食の専門家ら3名によって項目を分類した結果，最終的に一般項目（159項目）

と個別項目（12項目）の計171項目が得られた。159項目中41項目は先行研究と同様であっ

たが，残りは新規項目と考えられた。 
4) 考察 
本研究で得られた動機項目は，分析者の一方的な生成方法であったかもしれない。そのため，先

行研究をもとに食物選択過程における構成要素を定義して，その定義に従って，再度，逐語録を分

析する課題が残された。 

 
2. 研究1-2 食物選択過程構成要素別にみた高齢者の食物選択動機の様相 

1) 目的と意義：研究 1-2 では，Furst et al.110)の食物選択過程モデルの構成要素に従っ

て，研究 1-1 のデータ（逐語録）を用いて，その定義に当てはまる語りを抽出する。加えて，

研究 1-1 で得られた 171 項目の食物選択動機項目をその抽出された会話や定義に対応させる

ことができるのかを検討し，その結果をもとに高齢者の食物選択動機の様相を解釈すること

を目的とした。食物選択過程モデル 110)は，人が食物選択に至るまでの認知的様相を広範囲

に捉え，概念化されたモデルである。したがって，研究 1-1 で得られた実際の「語り」の内

容および生成された食物選択動機項目をこのモデル中の構成要素にあてはめる事ができれ

ば，高齢者の食物選択動機の様相を幅広く捉えることができたといえる。具体的な高齢者の

食物選択時の様相を一定の定義にしたがって明らかにすることは，高齢者を正しく理解する

ことに繋がり，食事指導や健康増進を目的とした食育にその知見を生かすことができる。 
2) 方法 
研究方法および調査対象は研究 1-1 と同様である。分析にあたり，Furst et al.110)の食物選

択過程構成要素の内容に該当する語りを逐語録から抽出した。 
具体的な高齢者の経験に基づく語りから食物選択動機の様相を抽出する場合，定義が曖昧

であり，抽出すべき内容とそのレベルが一定にならない。しかし，定義に沿って行えば，抽

出すべき内容とそのレベルをある程度一定にすることができると考えられる。そこで，各構

成要素を先行研究14)110)をもとに定義し，それに基づいて高齢者の会話内容を抽出した。 
次に研究1-1で得られた食物選択動機171項目を定義と対応させる作業を行った。なお，食

物選択動機項目を対応させる作業は，食物選択動機項目を1項目ずつ記入した171項枚のカー

ドを準備し，次に，各構成要素の定義を記した用紙をテーブルの上に広げ，そこにカードを

分類していった。この作業は，筆者と食物関連の実験助手（54歳，女性）が一緒に行った。 
3) 結果 
概ね，食物選択過程構成要素の定義にあてはまる語りが得られ，Furst et al.110)の食物選

択過程の構成概念を用いて，わが国の高齢者が食物選択時に重要視する具体的な事象を解釈

することが可能であった。健康管理や疾病予防に関する食物選択動機が明らかになるなど，

高齢者がどのように考えて食物を選択しようとしているかについて理解を深めることができ
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た。 
4) 考察 
食物選択過程の構成要素の定義は，人々が食物を選択することについて幅広い範囲で表現

されていたため，多様な解釈が可能であると考えられた。今後は，複数の先行研究68)~72)81) 

92)110)118)~122)124)135)143)~145)において明らかにされている食物選択動機の要素をまとめ，その要

素ごとに本研究で得られた食物選択動機項目を分類できるかを検討する必要がある。また，

量的な手法を用いた分析により食物選択動機項目の分類を試みる必要がある。 
 

Ⅴ 研究2 高齢者用食物選択動機質問票の開発 
 

1. 研究2-1 高齢者の食物選択動機の構造 
1）目的と意義 
研究2-1では研究1-1で得られた171項目の食物選択動機項目を分類して，簡便な質問票を

作成し，その質問票の内的整合性，妥当性を確認することを目的とした。この質問票が作成

されることによって高齢者の食物選択動機を捉えることが可能となる。 
2) 方法 
生活機能の高い高齢者547名の協力を得て，2010年5月~10月に無記名自記式の質問紙調査

を実施した。倫理的配慮には細心の注意を払い，桜美林大学大学院研究倫理審査委員会の承

認（受付番号10032，承認日平成23年3月23日）を得て実施した。 
対象者の属性および生活特性についての性別による検討は，χ2検定，t検定を用いた。食

物選択動機がどのような潜在変数から構成されるかについては探索的因子分析を用いた。そ

の次に，探索的因子分析で得られた潜在変数がデータと矛盾しないかその構成概念妥当性を

検討するために確認的因子分析を行った。さらに，男女の食物選択動機の構造が同様である

かを確認するために多母集団同時分析を行った。質問票の内部一貫性（内的整合性）の検証

には信頼性係数としてクロンバックのα係数を算出して検討した。 
3) 結果 
9因子構造（感覚/気分，品質の明示性，体重コントロール，健康管理，栄養バランス，調

理の手軽さ，親和性，関係性の折り合い，経済性）が得られた。次に，確認的因子分析によ

りモデルを検討したところ，モデルの適合度は良好（GFI=.926, AGFI=.903, CFI=.965, 
RMSEA=.043）であり，また，十分な内的整合性を有していた。その次に，男女を別集団と

みなし多母集団同時分析をした結果，因子負荷量と因子間の分散，共分散に等値制約を課し

たモデルが採択された。適合度はCFI=.953, RMSEA=.034, AIC=1255.2, BCC=1289.3と良

好であった。以上から，9因子構造の食物選択動機質問票の各項目は指標として妥当であり，

構成概念および構成概念間の関連は男女で同質であることが検証された。 
4) 考察 
｢気分/感覚｣因子は感覚器を通して食物から得られる｢感覚｣的な事柄にとどまらず，島井

122)の｢気分｣因子を加味した項目から構成されていた。｢健康管理｣因子や｢栄養バランス｣動機

はFCQ68)の「Health」に含まれる項目と類似していたが，Falk et al.135)の｢身体的ウェルビ

ーイング｣とも類似した動機であると考えられる。高齢者が調理の手軽さや食材確保の手軽さ

を求めることや，高齢者世帯の6割がその所得を年金・恩給に頼っていることから158)，｢調理

の手軽さ｣や｢経済性｣動機は高齢者の食物選択時に重要な動機と考えられる。外的基準を用い
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た検討，交差妥当性や再検査信頼性を検討する課題が残されたが，本研究で得られた食物選

択動機の質問票は，高齢者の多次元の食物選択動機を捉える指標として妥当であり，高齢者

の健康維持増進や食育に資することができる。 
 
2. 研究2-2 高齢者の食物選択動機質問票の基準関連妥当性の検討 

1) 目的と意義 
研究2-2では，まず，食物選択動機の9因子構造は別集団から得られたデータにも適合する

かを確認する。次に，研究2-1で得られた高齢者用食物選択動機質問票（FCQ-E）の基準関

連妥当性について検討する。食物選択動機質問票を構成する概念が何を表すのかを検証する

ことは質問票の利用可能性を示唆する。この検討によって食指導のツールとしてFCQ-Eを広

く活用できると考えられる。 
2) 方法 
調査は生活機能の高い関西地区（京都市，宝塚市）在住の60歳以上の健常高齢者385名の

協力を得て，2012年6月～8月に無記名自記式の留置法による質問紙調査を実施した（配布数

683，回収数459，回収率67.2％。有効回答数385，欠損率16.1％）。老人福祉センター等を利

用する者，有料老人ホームの一般居室入居者の協力を得た。配布は手渡しで行い，回収は郵

送法を用いた。有料老人ホーム内での配布は，当該有料老人ホームの職員によって戸別に配

布された。回収は郵送法を用いた。本調査は倫理的配慮を十分に行い，桜美林大学大学院研

究倫理審査委員会の承認を得て行った（受付番号11056，承認日2012年5月14日）。 
食物選択動機の質問は研究2-1で得られた9因子27項目を用いた。基準関連妥当性を検討す

るために外的基準として，新しい食物選択動機質問表71)（FCQ-N：Food Choice 
Questionnaire New Version），日本語版食行動質問紙160)（DEBQ：The Dutch Eating 
Behavior Questionnaire），日本語版Health Locus of Control尺度（JHLC: Japanese version 
of the Health Locus of Control Scales）161)のI尺度および食物選択の行動162)についての質問

（6項目）を行った。これ以外に属性および個人特性として，性，年齢，高次の生活機能，

同居家族，身長，体重，病気の有無，咀嚼程度等について尋ねた。 
分析はFCQ-Eの9因子構造が今回のデータにも適合するかについて確認的因子分析を用い

て検討した。基準関連妥当性の検討には，Pearsonの積率相関係数，Spearmanの順位相関係

数，偏相関係数を用いて検討した。 
3) 結果 
確認的因子分析の結果，データのモデルへの適合度はχ2値(df)=704.7(288), GFI=.870, 

AGFI=.829, CFI=.887, RMSEA=.064であった。また，各因子の内的整合性が認められた。 
基準関連妥当性については，FCQ-E はFCQ-Nの4つの因子と中程度の相関を示した。「体

重コントロール」はDEBQの抑制的摂食と中程度の相関を示した。FCQ-Eの基準関連妥当性

を検討した結果，一定の妥当性が得られた。FCQ-Eは食物選択動機を測定することができる

質問票であることが示された。｢気分/感覚｣因子は｢快｣を測定し，｢品質の明示性｣は品質への

関心を，｢体重コントロール｣は「抑制的摂食｣傾向や｢低カロリー｣摂食の傾向を，「栄養バラ

ンス｣は栄養バランスの認知を，「調理の手軽さ」は調理の簡便さを，「経済性」は食物のもつ

値打ちへの認知を測定することが明らかになった。また，｢健康管理｣は健康管理への認知を，

「関係性の折り合い」は他者からの刺激に影響されて発生する気持ちを表すと考えられた。 
4) 考察 
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本研究では，｢健康管理｣｢栄養バランス｣とJHLC-Iとの間にやや低い相関がみられたが，偏

相関係数を求めたところ有意な相関関係は認められなかった。これは，JHLC-I尺度の尖度の

値（2.71，男性：3.21，女性2.15）が2を超えており（尖度と歪度の値はSPSSでは「0」を基

準とし，絶対値「2」を超える場合は正規分布を棄却することとなる。），JHLC-I得点の分布

に偏りが認められたことが原因であると考えられる。有意な相関が得られなかった原因は自

分の健康は自分によると捉えている人が多くを占めていたためと考えられる。また，健康度

自己評価を4段階で尋ねた結果では，385名中314人（81.5％）が｢非常に健康｣または「まあ

健康なほうだ」と回答していた。加えて，協力者は高次の生活機能が高い人たちであった。

さらにわが国の高齢者は健康志向が高い2)等の状況から，協力者は生活機能が高く，自身を

健康であると評価し，健康意識が高く，健康に対する帰属意識を自分にあると捉えて健康志

向が高いという特色を持つ集団であったためと考えられる。 
FCQ-Eを日常場面で活用するためには，交差妥当性の検討，およびFCQ-Eで測定された事

柄がどのような要因と関連するかを明らかにする課題が残された。 
 

Ⅵ 研究3 食物選択動機と関連する要因 
 

1) 目的と意義 
FCQ-Eを日常場面で活用するためには，FCQ-Eで測定された事柄が，高齢者の実際の食行

動やQOL等，どのような要因と関連するかを明らかにしておく必要がある。そこで，研究３

では食物選択動機は属性・生活特性の影響を受けているのか，食物選択動機は，食物選択，

QOL，健康度自己評価に影響を及ぼすのかを明らかにすることを目的とした。 
属性や生活特性による食物選択動機の違いを把握できれば，属性や特性に配慮した介入が

可能となる。食物選択動機が食物選択へ影響することを検証できれば，食物選択動機へ介入

することによって食生活状況の改善を期待できる。加えて，QOLや健康度自己評価との関連

が明らかになれば，QOLや健康度自己評価の向上にも資することができる。 
2) 方法 
調査対象，調査期間・方法，調査内容，倫理的配慮等は研究2-2と同様である。前述の調査

内容以外に食物群選択頻度175)，食習慣175)，任意の1日分の食材選択状況60)，健康度自己評価，

QOL176)について尋ねた。分析は，2項ロジスティック回帰分析，構造方程式モデリング分析

を用いた。 
3) 結果 
9つの食物選択動機が食物群の選択頻度や食習慣へ及ぼす影響を検討したところ，男性群

では「健康管理」動機が高い場合には「その他の野菜」の選択頻度が低くなり，「調理の手軽

さ」が高い場合には外食頻度を増すことに繋がることを明らかにした。女性群では「体重コ

ントロール」動機が高ければ「卵類」「肉類」「魚類」「塩干魚」「海藻」「油料理」「汁物」の

選択頻度を低下させ，「気分/感覚」動機が高い場合には「主食」「緑黄色野菜」の選択頻度低

下を招くことが予測された。 
また，食物選択動機と食物選択状況（バランススコア，野菜スコア，食の多様性スコア，

食生態スコア，食材料バランスチェックスコア）と属性・生活特性，およびQOLや健康度自

己評価との関連について，男女各5つのモデルを構築して構造方程式モデリング分析を行っ

た。その結果，女性群のモデルは適合度指標や情報量基準で判断した結果採択されたが，男
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性群のモデルは採択されず，男性群の結果は得られなかった。女性では，「栄養バランス」動

機が高い場合に，より望ましい食物選択状況となっていた。「栄養バランス」の動機づけを行

うことによって，食物選択状況の改善に寄与できる可能性が示された。加えて，野菜スコア

は健康度自己評価に，食の多様性スコアは精神的活力に，食の多様性スコアは精神的活力や

人的サポート満足感に影響を及ぼすことが明らかとなった。「栄養バランス」動機に働きかけ

ることによって食物選択状況を改善し，その結果，健康度自己評価や精神的活力を高めるな

ど，食物選択のより良い状況のみならず，QOLの改善も期待できると考えられた。以上より，

高齢者の食生活指導の際に動機に注目することの有効性が示唆された。 
4) 考察 
男女で動機と関連する要因が異なっていたために男女を同じ構造方程式モデルで比較する

ことが困難であった。男性群はデータ数が少なかったために，モデルを採択することができ

なかったと考えられる。また唯一採択された食材料バランスチェックスコアを組み込んだ男

性モデルでは，食物選択動機と食物選択との関連は得られなかった。今後は男性データを追

加して再吟味する必要がある。 
 

Ⅶ 総合的考察 
 

1） 研究全体のまとめと意義 
本研究ではまず高齢者の食物選択動機の様相を明らかにし，次に食物選択動機を把握する

ための質問票を開発した。その次に 1）人口統計学的要因，個人特性は食物選択動機に影響

を及ぼす，2）食物選択動機は，食物選択，QOL，健康度自己評価に影響を及ぼすという仮

説の検証を通して，高齢者の食物選択動機と関連する様々な要因を明らかにした。仮説は一

部検証され，この結果から「栄養バランス」の動機づけを行うことによって，食物選択状況

の改善に寄与できる可能性を示した。加えて，「栄養バランス」動機から影響を受けた食物選

択状況は健康度自己評価や精神的活力へ影響を与えることが明らかとなり，食物選択のより

良い状況のみならず，QOL や健康度自己評価の改善も期待できることを示した。本研究は，

高齢者の食生活指導の際に FCQ-E を用いて動機に介入することの有効性を示すことができ

たのであり，一定の成果を得ることができた。 
 
2) 研究の新規制と独自性 
本研究の新規性，独自性をまとめると以下の通りである。 

（1）西洋とは文化背景の異なる日本人高齢者の食物選択動機の様相を明らかにした。また，

高齢者の食物選択動機について質的研究と量的研究の両方から取り組んだ研究は本研究だけ

である。 
（2）開発された食物選択動機質問票は高齢者用であること，男女両集団の食物選択動機を

測定できること，質問項目は27項目と少ないにもかかわらず9個の「多様な」食物選択動機

をそれぞれ測定できることを示した。 
（3）高齢者の特性や属性，食物選択動機，食物選択，健康度自己評価およびQOLの関係を

構造方程式モデルで示し，食物選択動機と関連する要因を明らかにした。 
（4）食物選択動機が食物選択に影響を及ぼすことを実証し，食物選択前の動機に働きかけ

ることの有効性を示した。 
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（5）バランスの良い食物選択のためには，「栄養バランス」動機に介入することが有効であ

ることを示した。 
 
3) 食物選択動機を利用した高齢者の食物選択を適切にするための支援方法の提案 

 本研究の結果を踏まえて，より適切な食物選択を促すためには，支援者側が高齢者に対し

てどのように食物選択に対する動機付けを促すか，という食育的介入の方向性を提案する。 
 食物選択動機質問票は食物選択時に重要視する事柄を把握できることから，食事指導の際

にどのような動機を重要視するタイプかを知るためのツールとして活用できる。質問票を使

用して得られた結果から，｢栄養バランス｣を動機付けする必要性が見出された場合には，次

のような事柄に注意する必要がある。まず，高齢者の食物選択をより望ましいものとするに

は，食育を行う側が一方的に望ましい食物選択の内容や方法を伝えるのではなく，高齢者の

食物選択に対する認知的様相が多様であることを理解した上で，支援をしようとする高齢者

自身の食物選択に対する意思や信念を尊重し，受容することである。 
次に，対象者の個人属性によって食物選択動機の程度が異なることから，性別，年齢，持

病・疾病などの対象者の属性を考慮した個別的な関わりが必要である。その上で，本人が｢栄

養バランス｣を理解し，動機付けされるように関わる必要がある。 
 
4) 本研究の限界と課題 
人口統計学的要因，食物選択動機，QOLおよび健康度自己評価などの変数間の関連は男女

で異なっていたこと，一部の限られた集団から得られたデータであったことから，結果の一

般化には限界がある。FCQ-Eを高齢者一般に対して使用可能とするために，調査に参加しな

かった人々の動機の把握，欠損値の分析，地理的環境や身体状態と食物選択動機との関連を

みること，新たなサンプル集団の選定と調査等，更なる研究を要する。食物選択状況の把握

は，具体的な栄養摂取を詳細に算出できる質問方法を用いていないことから実際の栄養面に

ついての言及ができなかった。さらに，血清アルブミン値等の栄養状態を把握する化学的測

定も行うことができなかった。 
また，FCQ-Eの交差妥当性の確認や動機の強さを判断する水準を設定することができなか

った。今後は，食物選択動機の交差妥当性や各尺度の標準化を行い動機の強弱を判定できる

水準を設定する等，質問票の精度を増す必要がある。 
FCQ-Eは多様な食物選択動機の測定を可能としたにもかかわらず，その効果を充分に示す

ことができなかった。そのためには食行動と関連する心理的要因との関連も検討しなければ

ならない。また，9つの動機を用いて高齢者を類型化し，そのタイプによって食物選択や食

習慣がどのように異なるかについても検討する必要がある。さらに，食物選択動機に介入す

ることが有効であることを明らかにしたが，実際の介入方法はどのような方法がありうるの

か，FCQ-Eの活用方法の提案をする必要がある。本研究は食物選択動機を研究モデルに組み

込み，新たな視点から高齢者の食物選択を支援するアプローチ開発の入り口に過ぎない。今

後，食物選択動機質問票を利用してその知見をもとに活用方法を明らかにしていきたい。 
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